






                             ○池田かよ子、河内浩美 














Ａ大学看護学科 2 年次の前期・後期及び 3 年次の実





























Ⅳ.  考察 
 疲労の種類には一般に肉体疲労と精神疲労に分け
られる 1）。主に肉体的な疲労として筋機能を測定す
る握力が学習形態により低下するのは興味深い結果
であった。また、学習形態によるフリッカー値のピ
ークに違いがみられたのは、フリッカー値が心の緊
張や頭がさえているときは高く測定され、眠気など
がある場合は低く測定されることから、負荷が加わ
ることで変化の大きさを示していると思われる。疲
労の自覚症状では、訴え率が第Ⅰ要因＞第Ⅱ要因＞
第Ⅲ要因の順に多いことから精神作業型を呈してい
るといえよう。具体的な疲労の内容は学習形態をよ
く反映した結果となった。 
Ⅴ. 結論 
主観的な疲労について生理学的検査を用いて数量
化することを試みた。学習形態により疲労に違いが
みられた。これらの結果を踏まえ、学生の学習活動
が効果的に行われるよう支援していきたい。  
引用文献 
1）近藤暹．疲労を測る 視・聴覚的方法による． 
1-7，65-78．東京：株式会社杏林書院；2007.
